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技 術 概 要 
 

技 術 名 称 ＦＳＴ工法（多層浮き対応注入ピンニング工法） 担当部署 九 州営業所 

NETIS登録番号  ＫＴ－１５０１２３－ＶＲ 担 当 者  木村 民雄 

社 名 等  ＦＳテクニカル株式会社 電話番号  092-406-6953 

技 術 の 概 要 １．製品・技術概要 

本技術は、ＲＣ造建物の外壁等タイル・モルタル・石の剥落防止技術で、専用機材 

を使用するアンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法です。技術開発に際しては、 

建築改修工事監理指針が示す技術的根拠等を真摯に尊重し、従来技術の抱える課題を 

解決した工法です。 

なお本技術は、低騒音・低振動・無粉塵を使用し、モルタル外壁はもとよりタイル・ 

石に直接で穿孔が行え、穿孔時に共浮きを発生させず、構造体コンクリート部および 

多層空隙にも確実に樹脂注入が行え、注入時の共浮きも発生させません。 

さらに高意匠性の仕上げにより建物の試算価値維持に寄与し、歴史的建造物にも採用

されるなど、品質の向上が期待できる工法です。 

 
２．特徴・効果 

①ダイヤモンドの穿孔刃を使用する低振動・低騒音・無粉塵ドリルの採用によって、 

穿孔時に共浮きが発生しません。 
 
 ②専用冷却水の供給・吸引回収システム（洗浄穿孔）によって、穿孔時に発生する粉塵 

はノロ状となりバキュームに回収されるため外部に飛散することがなく、アスベスト 

含有躯体にも対応できるエコロジーな施工を実現しました。 
 
③ファイバースコープ（内視鏡）を使用して事前調査を行うため、躯体の構造に即した 

注入作業を行うことができます。 
 
 ④多層空隙各位置停止ノズルは、どのような構造の外壁でも確実な樹脂注入・確実な 

外壁の固定（仕上げ面の一体化）を可能とし、圧力自動調整機能を備えたことで樹脂 

注入時に共浮きが発生しません。 
 
 ⑤キャップ一体型全ネジピンは、高精度なピンの納まりと高意匠性を確保します。 
 
⑥ライセンス更新制度による施工者の安定した技術を提供します。 

 
 ⑦管理士検査制度によるチェック体制による確実な施工管理を実施します。 
 
⑧10年間（10億円）の生産物賠償責任保険による手厚い補償体制が確立されており 

安全安心な技術とアフターフォローを約束します。 

 
３．公表価格 

   一般財団法人 経済調査会発行 「 建築施工単価 」に掲載 
 
４．活用実績 

   官公庁・大学・病院・老人ホーム・保存建造物・オフィスビル・マンション等 

   ※ 採用物件数：1,892物件（2020年5月現在） 
 
５．その他 取扱製品・技術 

   ・ＦＳコラム工法（樹脂柱形成アンカーピンニング工法） 

   ・ＦＳＮＢアンカー工法（ＦＳノンブレイクアンカーピンニング工法） 

   ・フジタ式アンカー工法（逆エッジ型拡底アンカー工法） 

・ＤＧアンカー工法（両刃拡底アンカー工法） 

・拡底式ケミカルアンカー工法 
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６．写真・図・試験データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

（財）建材試験センターにおける注入試験 
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内視鏡調査写真 
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1、技術開発の背景及び契機

　現在、鋼構造物の点検により、小規模（1㎡未満/箇所）かつ、膨大量の腐食
損傷が確認されております。これらの補修を従来の塗装仕様（Rc-Ⅲ塗装系）で
行った場合、塗装総数が5層と多いことから、多くの時間を要し、さらに交通規制を
要する箇所も多く、補修進捗が遅く施工費用も増加傾向にあります。
　そこで、従来の塗装仕様と同等な耐久性を持った省工程重防食塗料「超厚膜
無溶剤系セラミックエポキシ樹脂塗料」を開発致しました。

2、技術の内容

　「超厚膜無溶剤系セラミックエポキシ樹脂塗料」は対象を橋梁の桁端部などの
漏水・滞水による腐食箇所（10㎡以下）だけでなく、点在された数多くの腐食損傷
箇所の補修・防錆を目的とした、超厚膜塗布が可能な無溶剤タイプのセラミック
入りエポキシ樹脂塗料になります。
　塗料を液ダレしにくい粘度設計にし、また高い付着力を発揮させ強く下地を
保護する事が可能です。
　また従来の溶剤タイプから環境・人体に優しい無溶剤タイプに変更しました。

3、技術の効果

　「超厚膜無溶剤系セラミックエポキシ樹脂塗料」は、従来の工法では下塗りと
中塗りに4回の塗装を必要として日数がかかるという課題に対し、本技術の
活用により1回で完了する厚膜塗装が可能になりました。
　特に都市高速の高架部では、施工条件が限られ夜間規制や高所作業車が
必要となる場合に、補修塗料による作業性の迅速さが、施工期間を大幅に
短縮し、塗替え塗装にかかるトータルコストの低減が可能になります。
　また揮発して引火の可能性がある溶剤を含まないため、火災のリスクが低減し、
無溶剤であるため人体や周辺環境に与える影響も低減できます。

4、技術の適用範囲

・部分的な腐食損傷がある鋼構造物
・鋼橋の桁端部で、広範囲に点在している腐食損傷箇所
・交通規制が必要な箇所
・高所作業車からの施工が必要な箇所
・狭隘な施工箇所
・天井面

5、活用実績（2020年8月31日現在）

国の機関　　 　2件　
自治体　　 　 　1件
民間　 　　 　　14件

NETIS登録番号 QS-200011-A 担当者 椎木　秀典

技術の概要

社名等 光海陸産業株式会社 電話番号

技術概要

技術名称
「超厚膜無溶剤系セラミックエポキシ

樹脂塗料」（ブラッシャブル-S） 担当部署 営業部

03-3906-1003
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6、写真・図

図-1　対象箇所例

図-4　施工例
（日本橋：足場用パイラックつまみ箇所）

図-2 ブラッシャブル-S　セット内容

図-3　ブラッシャブル-S混合後
（粘性のイメージ：ダレない）

図-5　施工例（小松川：継手部）
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技 術 概 要 
 

技術名称 高速アーク溶射工法 担当部署 本社 

NETIS登録番号 QSK-140002-A 担当者 岩田高明 

社 名 株式会社アークインターナショナル 電話番号 09078376025 

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機 

 防錆技術の向上は社会的ニーズの高まりの中で重要課題の一つであり、フリー

メンテナンスに対応可能な金属溶射による防錆技術の導入は時代に適合してい

るが、初期段階の金属溶射技術は施工コスト高の問題があった。これを新たな

技術開発の高速溶射化により大幅なコストの引き下げを可能とした。 

 当社は韓国に業務展開(2001年)した。国際的石油開発の洋上プラットフォーム

建設を受注していた現代重工業とサムソン重工業から、サムワンテクノ社が溶

射工事を受注した。当社は、サムワンテクノ社にアークテクノ社製の溶射機

PC500を6台販売し、溶射機の施工技術の教育と機器メンテナンスを担当した。 

 韓国工事業者への溶射施工指導指示は、国際的に用いられている施工仕様書

「Thermal Sprayed Aluminum Coating (TSA)」に従って行われた。 

 優れた「TSA溶射仕様」を、日本に定着させるには、アルミ溶射が容易に出来、

施工費を安くそして施工速度が速い溶射機の開発が急務であった。 

2. 技術の内容 

 高速アーク溶射工法 

アルミ溶射仕様(TSA)で膜厚(250～375μm)の防食溶射膜の耐用年数は; 

陸上大気暴露環境や陸上及び洋上塩害大気暴露環境において60年以上の耐用年

数を持ち、適切な維持管理を行えば100年以上の延長も容易に可能である。 

海水の浸漬環境において40年以上の耐用年数、適切な維持管理を行えば100年以

上の延長も容易に可能である。 

 維持管理; 

溶射皮膜への水分子の侵入を防ぐ封孔処理層は、エポキシ等の樹脂であり、そ

の耐用年数は30年程度である。定期点検時に表面の白錆びの発生具合から補修

地点及びその面積を決めて補修工事を行なう。 

補修工事の手順は; ① 劣化した封孔処理層と溶射面の白錆の除去 

② アルミ溶射 

③ 封孔処理 

3. 技術の効果   

十分な膜厚と引張強度により、溶射膜の60年以上の耐用年数を確保できた。 

これにより「鉄構造物の長寿命化を安価に実現する」ことが可能になった。 

施工の高速化 平均300μmのアルミ溶射を、1時間当たり10㎡施工が可能 

安価な施工費 重防食塗装の施工単価とほぼ同額である。 

人件費の削減 溶射工1人での溶射機の搬入・操作・搬出が可能＋施工の高速

化により、大幅な人件費の削減が可能になった。 

4. 技術の適用範囲 

 国民生活や社会経済活動を支える各種施設をインフラとして対象とする。 

 鉄道・道路の橋梁と付帯設備、港湾施設・空港と付帯設備 

 海洋原油・天然ガス生産施設、陸上・海洋風力発電施設 

 火力発電、製油所、石油・ガスプラント、製鉄所、塵焼却プラント 

 上下水道・パイプライン・水処理施設、ガス貯蔵施設・パイプライン 

5. 活用実績－溶射機器の販売及び溶射施工 (2020年8月31日現在) 

国の機関:  0件 

自治体 :  3件 

民間  : 25件 
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高速溶射機(右図)は、小型軽量で安定したアーク

の下で高速の金属溶射が行え、少人数・短期間で

高品質な防錆金属膜を得ることができる。溶射金

属材は、金属の電気化学的性質によって異なり、

海水環境においてはアルミ材が推奨され、内陸の

淡水環境に於いては亜鉛・アルミ疑似合金材が優

れている。亜鉛・アルミ疑似合金溶射は我が国で

開発された本邦特有の技術である。金属溶射防錆

が必要とされる産業分野では、対象鋼材のサイ

ズ・形状・付属物等の広い範囲で、かつ溶射施工

面も曲面など多様であり、軽量で平易な作業性・

操作性を持つ製品が求められている。 提案する

高速アーク溶射工法は、この要求を満たし工場内

施工や屋外での現場施工にも充分対応できる。 

 

高速アーク溶射工法で推奨する溶射仕様（アルミ/アルミ合金） 

推奨膜厚と独自の溶射工技能指導で高速ア

ーク溶射機の機能を最大限実現できる。 

このアルミ溶射仕様では、膜厚は最小で

も、２００ミクロン以上にしている。膜厚

が１５０ミクロン以下の場合、アルミ被膜

の中に微細な孔空が残り、水が母材の鉄表

面に到達して鉄が錆びる。この微細な孔空

をふさぐのが封孔処理である。高速アーク

溶射工法で施工するアルミ溶射防食皮膜

は、現在公共工事の防食に多く採用されて

いる重防食塗装の３倍以上の耐久性があ

り、施工単価も重防食塗装とほぼ同額であ

る。公共施設を長寿命化するために、 

高速アーク溶射工法は必要な技術である。 

 

LCC (LIFE CYCLE COST) から見た従来工法との比較 

高速アーク溶射工法は重防食塗装C-5仕様に比べ、建設

時の施工単価はほぼ同額である。 

本工法の溶射皮膜の期待耐久性は100年以上であり全面

的更新の必要が無いが封孔処理材は紫外線等に暴露され

る部分が劣化することを防ぎ通常30年毎に補修すること

が推奨される。一方、重防食塗装C-5仕様の防食樹脂の

耐久性は30年程度であり30年毎に全面的な塗替えが必要

とされる。一部分の封孔処理で済む溶射工法と全面塗装

が必要な塗装との違いである。 

累積費用(LCC)の比較では、30年後に逆転し、90年後の

高速アーク溶射工法の累積費用は\10,688/㎡となり、重

防食塗装C-5仕様は\41,686/㎡となる。 

 

 

A4 溶射ガン                      搬線台                 A400 溶射電源 

重量：2.5 Kg         寸法：460x360x400mm        寸法：300x450x450mm 

                                        重量：5 Kg                   重量：25 Kg     
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